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2024年9月7日(土)アスパム青い海公園にて、東北青年フォーラム
in青森が開催され、当会議所では、「同時に棒巻きパンを焼いた最
多人数」のギネス世界記録に挑戦しました。

ギネス世界記録へ挑戦する対象を小中高生とし、当日は297人が参
加しました。結果は294人でギネス世界記録を見事達成致しました。

挑戦では“一人で焼くこと”が定められていた為、普段はワイワイ話し
ながら焼く棒パンも、挑戦中だけは、終始無言で黙 と々焼いていました。

準備の時間は膨大でしたが、当日は始まってしまえば、あっという
間でした。最大想定360人が同時に焼けるようにオリジナル焼き台を
30台準備や、パン生地の手配、怪我防止のための赤テープ貼り、記録
達成のためのルール確認など班員には本当に助けてもらいました。

今回のギネス世界記録挑戦に際して、当会のこれまでの会報誌等を読み返し、青森育ちであればごく身近な棒パンも1982年、約
40年前に先輩方が始めてくれたことを知りました。

何かのイベントの時に当たり前に食べられる程認知されている棒パンが現在までこうして残り続け、ギネス世界記録という形に
なったのを大変嬉しく思います。

市PTA連合会や他LOMのみなさま、監視員・証人として協力していただいた方をはじめ、企画の立ち上げから当日関わってくれた
全ての皆様にこの場を借りてお礼申し上げます。ありがとうございました。

東北青年フォーラムたからいち班　班長　番地規夫

２０２４年９月７日（土）・８日（日）
の２日間にわたり、青森市のランドマー
クともいえるアスパムのふもと、青い森
海公園において東北青年フォーラムin
青森が開催されました。この東北青年
フォーラムという大会は、公益社団法人
日本青年会議所東北地区協議会が主
催する大会であり、毎年９月初旬に東北
各地で開催されてきました。今年は、青
森青年会議所による主管のもと、青森
市内で大会が開催されることになりまし
た。

大会において、私たち青森青年会議
所は、主に「棒パンギネス世界記録挑
戦！」に関する事業とねぶたを身近に感
じることができる大懇親会を企画運営
させていただきました。この２つについ
て、振り返っていきたいと思います。

はじめにはじめに

《 東北青年フォーラムin青森を振り返る 》

棒パンギネスチャレンジ
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青森青年会議所では、青森市内の子どもたちを対象とし
て、棒パンでギネス世界記録に挑戦する、という事業を実
施しました。挑戦する記録は、ズバリ、同時に棒パンを焼
いた最多人数記録に挑戦する、というものです。

長くなるので先に結論を申し上げれば、運命の当日は
晴天にも恵まれ、記録挑戦のために集まった子どもたち
２９７名で記録に挑戦し、２９４名の成功により、無事に
ギネス世界記録を達成することができました。参加した子
どもたちに対しても、何にも代えがたい思い出の機会を与
えることができ、事業としても大成功に終えることができ
たのではないかと思います。ここに至るまでには様々な苦
難の道がありました。

なぜギネス世界記録？
この事業、実は年当初には計画されておらず、東北青年フォーラムの企画を進めていく中で立ち上

がった企画となります。実行委員会の中で、この東北青年フォーラムという機会を活かして、青森の魅
力を認識してもらえるような事業を実施していきたいという出発点から検討が進められました。その
うちに、青森の食文化である棒パンを活かしたい、ギネス世界記録に挑戦して記録を達成できたら達
成感や誇りを感じてもらえるのではないか、棒パンのことや青森のことを誇りに思ってもらえるのでは
ないか、との構想を経て、企画が進められていきました。

棒パンギネス世界記録挑戦！棒パンギネス世界記録挑戦！
を振り返るを振り返る

準備の道のり
もっとも、ギネス世界記録に関わった経験もなく、構築は手探りの状

態でした。ギネス世界記録を取るためにはどこに連絡すればいいの
か？いくら費用がかかるのか？記録達成のためには何人必要なんだろ
うか？そもそもそんな人数が集まるのか？集まったとしてどうやって管理
すればいいんだろう？などなど、様々な疑問は不安が湧き上がる中で、
連日連夜班会議を重ね、一歩ずつ事業構築が進められていきました。

ギネスワールドレコーズ（以下「ギネス社」）との間での折衝も進み、
正式にギネス世界記録達成のための条件（ガイドラインと呼びます）
が判明したのが7月22日のことです。記録達成のためには最低250人
の成功が必要なことや、挑戦者は自分一人の力で棒パンを焼くことが
必要であることなどのルールが告知されました。その他守らなければ
いけないルールも詳細に設定されていました。ギネス世界記録達成の
ためのルールは意外にも厳格であり、そのルールをいかにクリアする
かが目下の課題となっていきました。大きな課題は2つありました。

1つ目は、250名以上の挑戦者が集まるのか？という点です。ここ最近
の事業でこんなにも大人数の子どもたちからの応募をいただいた記憶

はなく、いかに東北青年フォー
ラムの告知を大々的に行うか
らと言って、250名以上の挑
戦者が集まるのか、皆不安に
感じていました。学校に告知

をしようにも、夏休み期間中であり、子どもたちにどうやってこの事業の
告知を届けるか、届いたとして本当に応募が集まるのだろうか、という
不安を常に感じていました。そんな中、市P連さま（PTA）の皆様に相談
させていただいたところ、快く協力に応諾をいただき、PTAのネットワー
クを活用させていただきつつ効果的に告知をさせていただくことができ
ました。結果として、事業実施の3日前には約300名の事前申込をいただ
きました。ホッと一安心すると同時に、非常に多くの子どもたちがこの事
業に申込みをしてくれたということに胸が熱くなる思いがありました。

2つ目は、挑戦者は自分一人の力で棒パンを焼くことが必要である、との
ルールをいかにクリアしていくかという点です。このルールは、挑戦者同士で
手助けをするのもNG、アドバイスをするのもNGで、そのような挑戦者は失
格になってしまう、といった具合に厳しいものであり、いかにこの子どもたちに
ルールを守らせて楽しく挑戦してもらうためにはどうすればいいのか、毎日
のように頭を悩ませつつ検討が進められました。挑戦者たちをどのように誘
導していくか、記録挑戦前にいかに効率的にルールを理解してもらえるか、
という観点から、オペレーションについては検討が重ねられ、オペレーション
が決まったのは挑戦の2日前となりました。子どもたちにレクチャー用の動画
があった方がいいんじゃないか？との意見が上がったのは事業実施の1週
間前。そこから急ピッチで動画を撮影し、編集し子どもたちに動画を送りまし
た。この記事をお読みになった皆様も動画をご覧いただければと思います。　
https://www.youtube.com/watch?v=QWbt72L9VhI
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いよいよ本番
さて、そん な

感じで事業当日
に至るまで入念
に準備をした上
で、事 業当日を
迎えました。当
日は早朝から会
場で慌ただしく

準備を進めていきました。次第に集まり始めるメンバーで
準備をしつつ、応援に駆けつけていただいた、卒業生の皆
様、YEGの皆様、友好JCである田村青年会議所の皆様、
県内の各地青年会議所の皆様もスタッフとして準備に加
わっていただき、皆で一丸となって役割を果たしていきまし
た。10時頃には挑戦者が続々と集まり始め、現場はてんや
わんやの状態となりましたが、担当班が中心となり現場を
仕切っていったことで、大きな混乱もなく、着々と準備が進
められました。

11時過ぎには受付を済ませた挑戦者が続々と挑戦エリ
アに入り、自ら棒パンを焼く立ち位置に着き始めました。子
どもたちは、皆真剣な眼差しです。冷凍車で保管された棒
パンが取り出され、続々と子どもたちに棒パンが配られま
す。11時30分、挑
戦 者 の 準 備 が 完
了した段階で、ギ
ネス世 界 記 録 公
式認定員のソニア
さん の 号 令 の も
と、挑 戦スタート
となりました。

私たちは、250名を超える子どもたちが集まったときに、
現場がどのような混乱した状態となるのか、実施する前は
想像もできませんでした。結果、子どもたちは、一人一人が
真剣に自分の棒パンを焼いていました。小学校低学年の子
どもたちが半数を占めていましたが、皆が真剣に棒パンを
焼き、挑戦エリア外から観戦していた保護者も固唾を呑ん
でその様子を見守っていました。その真剣な姿から、私た
ちも、子どもたちは遊びに来たんじゃない、真剣にギネス世
界記録を取りたくて今日この場に来てくれたんだ、という子
どもたちの本気の思いを感じ取ることができました。そのう
ちに棒パンが焼けた子どもたちが一人また一人と合図を出
し、棒パンが焼けた子どもたちから挑戦エリアの外に出て
いきました。約20分ほどの時間で全ての子どもたちのパン
が焼けたため、そこで挑戦は終了、後は記録の審査を待つ
ばかりとなりました。

記録の審査を待っている間、常にソワソワした状態でし
たが、ほどなくして結果が告知されました。「無事に記録
達成です。」その一言を聞いたとき、本当に嬉しい気持ちで
いっぱいになり、いち早く記録に挑戦した子どもたちと喜び
を分かち合いたいと強く思いました。

その後、挑戦者が集まる中で運命の結果発表を行いまし
た。ギネス公式認定員のソニアさんから記録達成の告知があ
り、会場が歓声でいっぱいになりました。私たちは、この歴史
的な瞬間に立ち会えたことを非常に喜ばしいと感じました。

当日、会場には様々なメディアの方にお越しをいただいて
おり、各メディアにおいて、このギネス世界記録達成の知ら
せ報道されるに至りました。その中で、記録に挑戦した挑戦
者の嬉しい声や達成感を聞くことができ、この事業を実施す
ることができ、本当によかったと感じることができました。

事業のことを思い返してみると、本当に事業を実施してよかったと思うことができました。まずは、挑戦してくれた子ど
もたちに、楽しい思い出や地元への誇りを持ってもらえるような機会を感じ取ってもらえる機会を提供することができて、本
当によかったと思いました。また、私たち青森青年会議所として
も、各種メディアでも好意的に記録達成の瞬間を報じていただくこ
とができ、私たちの活動が世間にも好意的に受け止めていただくこ
とができたことは非常に嬉しいことだと感じています。準備に勤し
んでくれたメンバーにとっても、非常に大変な事業だったと思いま
すが、ここまでの道のりを歩んでいただき、何にも代えがたい経験
をすることができたのではないかと考えます。

また、ここに至るまでには、非常に多くの皆様からの惜しみな
い協力をいただくことで、この成功に繋がっていきました。この場
を借りて感謝を申し上げます。本当にありがとうございました。

振り返ってみて
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ねぶたを身近に感じる大懇親会を振り返るねぶたを身近に感じる大懇親会を振り返る

　さて、東北青
年フォーラムの締
め括りは、何と言っ
ても大懇親会で
す。毎年の東北青
年フォーラムにお
いても、主管を担
う青年会議所に
よって、様々に趣

向を凝らした大懇親会が開催され、会場を大いに盛り上げ、参加し
たメンバー同士の親睦を深める絶好の機会を提供してきました。私
たち青森青年会議所としても、まずは参加するメンバーに大いに楽
しんでもらえるような大懇親会を実施していきたい、その中で青森
の魅力を感じてもらって青森のことが好きになってもらえるような大
懇親会を実施していきたいとの思いで、準備を進めていきました。
大懇親会のポイントとしてお伝えしたいことは三つあります。

一つ目は、会場についてです。今回の東北青年フォーラムでは、青
い海公園を会場として準備を進め、日中の式典やファンクションも含
め、屋外の野外ステージにて進行を進めるという、例年にない設えと
なりました。大懇親会もまた、その野外ステージを活用させていただく
ことで、開催させていただきました。結果、300人を超える非常に多く
のメンバーで賑わう大懇親会となったのではないかと感じています。

二つ目は、青森の魅力をどのように伝えるか、という点です。私
たち青森青年会議所としては、やはり青森の魅力といえばやっぱり
ねぶただ ！と考え、なんと会場にねぶた3台を展示し、ねぶた囃子
演奏で会場を盛り上げ、囃子体験により、実際にねぶたを体験し
てもらう、というねぶた尽くしの大懇親会を企画運営しました。東北
各地から集まったメンバーは、思い思いにねぶたを楽しみ、ねぶた
の前で集合写真を撮影するなど、ねぶたを楽しんでいただけたの
ではないかと思います。また、ねぶたの展示にあたっては、油川幼
稚園さま、松原町会さま、西部第五区連合町会さまのご協力のも
と、ねぶたを借りて展示させていただくことができました。ねぶた囃
子演奏や囃子体験においては、JCはやし隊の皆様の全面的なご
協力のもと、実施することが叶いました。この場を借りてご協力をい

東北青年フォーラムin青森は無事に開催され、多くの皆様のご協力のもと、大成功に終えることができました。関わって
いただいた全ての皆様に心からの感謝を申し上げたいと思います。

来年の東北青年フォーラムは、秋田青年会議所の主管のもと、秋田市内で開催されます。来年の東北青年フォーラムの開
催に向けて、秋田青年会議所の皆様にも引継ぎを含め、出来る限りのご支援ご協力をさせていただくとともに、来年の東北
青年フォーラムにも全力で参加して盛り上げていきたいと思います。

ただきました全ての皆様に感謝を申し上げます。
三つ目は、食事の提供についてです。今回の大懇親会では、副

主管である青森県内の各地青年会議所の皆様にご協力をいただ
き、それぞれの地元の魅力を活かした料理を提供していただきまし
た。各地青年会議所もそれぞれ趣向を凝らしたメニューを提供い
ただき、会場にお越しいただいた参加者に青森の食の魅力を堪能
いただくことができたのではないかと考えています。また、副主管で
ある青森県内の各地青年会議所の皆様にもご協力いただいたこと
を通じて、主管と副主管が協力しつつ一体となった東北青年フォー
ラムを実現することに
繋がったのではない
かと考えています。快
くご協力をいただきま
した県内の各地青年
会議所の皆様に、こ
の場を借りて御礼申
し上げます。

ここで、各地で提供いただいたメニューを紹介させていただきます。

終わりに終わりに

このように大懇親会は無事に大いに盛り上げ、青森の魅力を堪
能いただく機会を提供することができたのではないかと思います。
これもまずは、ご協力をいただくことができました全ての皆様のお
かげと思います。本当にありがとうございました。また、来場してい
ただいた全ての皆様にも改めて感謝を申し上げます。

青森　　　　⇒　帆立の貝焼バター醤油

むつ　　　　⇒　下北産塩辛じゃがバター

弘前　　　　⇒　津軽のアイスキャンディー

五所川原⇒　豆腐イカメンチ

黒石　　　　⇒　黒石焼きそば · 黒石つゆ焼きそば

三沢　　　　⇒　バラ焼ドック

十和田　　⇒　十和田産ニンニクをたっぷり使ったバーニャカウダ

八戸　　　　⇒　四川風せんべい汁


